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作成日 ： 2021年 9月 28日 

改訂日 ： 2022年 8月 17日 

 

安全データシート 

 

１．製品及び会社情報 

化学品の名称（製品名） ： ジック防錆 Liペースト パウダー 

 ：  

会社名 ： 日本ジッコウ株式会社 

 

住所 ： 神戸市西区南別府 1-14-6 

担当部門 ： 営業企画部 

電話番号 ： 078-974-2909 

FAX番号 ： 078-974-8631 

推奨用途及び使用上の制限 ： コンクリート用補修材料 

 ：  

 

２．危険有害性の要約 

GHS分類 

 健康に対する有害性 

  皮膚腐食性及び皮膚刺激性 ： 区分 1 

  眼に対する重篤な損傷または眼刺激性 ： 区分 1 

  発がん性 ： 区分 1A 

  特定標的臓器・全身毒性（単回ばく露） ： 区分 1 

区分 3（気道刺激性） 

  特定標的臓器・全身毒性（反復ばく露） ： 区分 1（呼吸器系・腎臓） 

GHSラベル要素 

 絵表示 ： 

   

 注意喚起語 ： 危険 

 危険有害性 ： 重篤な皮膚の薬傷 

重篤な眼の損傷 

発がんのおそれ 

吸引した場合，臓器（呼吸器系）の障害 

長期または反復ばく露による臓器（呼吸器系，腎臓）の障

害 

 注意書き   

  【安全対策】 ： 使用前に取扱説明書（安全データシートなど）を入手する

こと。 

すべての安全対策を読み理解するまで取り扱わないこ

と。 

指定された個人用保護具を着用すること。 

粉じんを吸引しないこと。 

取り扱い後はよく手，顔を洗うこと。 

この製品を使用する時に飲食または喫煙をしないこと。 

保護手袋/保護衣/保護眼鏡/保護面を着用すること。 
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  【応急措置】 ： ４．応急措置を参照のこと。 

吸入した場合，空気の新鮮な場所に移動し，呼吸しやす

い姿勢で休息させること。直ちに医師に連絡すること。 

皮膚（または髪）に付着した場合，直ちに，汚染された衣

類を脱ぐこと及び取り除くこと。皮膚（または髪）を流水ま

たはシャワーで洗うこと。 

眼に入った場合，水で数分間注意深く洗うこと。次にコン

タクトレンズを着用していて容易に外せる場合は外すこ

と。その後も洗浄を続けること。直ちに医師に連絡するこ

と。 

飲み込んだ場合，口をすすぐこと。無理に吐かせないこ

と。 

汚染された衣類を再使用する場合には洗濯すること。 

ばく露またはばく露の懸念がある場合，医師の診断，手

当を受けること。 

皮膚刺激を生じた場合，医師の診断/手当てを受けるこ

と。 

眼の刺激が続く場合，医師の診断/手当てを受けること。 

  【保管】 ： 部外者が触れないような措置をし，保管すること。 

  【廃棄】 ： 内容物/容器を国/都道府県/市町村の規則に従って廃棄

すること。 

 

３．組成・成分情報 

化学物質・混合物の区別 ： 混合物 

化学名または一般名 ： セメントモルタル粉末 

成分（含有物質） ： ポルトランドセメント（結晶質シリカを含有），硅砂（シリカ，

酸化鉄，酸化アルミニウムを含有），混和材料 

含有物質に関する詳細 

  CAS No. ： ポルトランドセメント：65997-15-1，石英（シリカ）：

14808-60-7，酸化アルミニウム：1344-28-1，酸化鉄：

1309-37-1 

  官報公示整理番号 

（化審法・安衛法） 

： 硅砂（シリカ）：1-548，酸化アルミニウム：1-23，酸

化鉄：1-357 

  危険有害成分 

（労働安全衛生法，第 57 条の 2 項 施

行令第 18 条の 2 別表第 9 名称等を

通知すべき物質） 

： 第 165-2号（結晶質シリカ） 含有量：37％以下 

第 189号（酸化アルミニウム） 含有量：7％以下 

第 192号（酸化鉄） 含有量：2％以下 

第 545-2号（ポルトランドセメント） 含有量：50％以下 

 

４．応急措置 

吸引した場合 ： 速やかに空気の新鮮な場所に移し，咳などが治まらなけ

れば医療処置を受ける。 

皮膚に付着した場合 ： 速やかに多量の水及び石鹸で洗い流し，必要に応じて医

療処置を受ける。皮膚刺激または発疹が生じた場合は，

医師の診断を受ける。 

眼に入った場合 ： 速やかに洗浄な水で最低 15 分間洗眼した後，医療処置

を受ける。 

飲み込んだ場合 ： 水でよく口の中を洗浄した後，医療処置を受ける。被害者

の意識がもうろうとしている場合，意識がない場合は，無
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理に吐かせないで速やかに医療処置を受ける。 

ばく露またはばく露の懸念がある場合 ： 気分の悪い時，医師の診断・手当てを受けること。 

 

 

５．火災時の措置 

 消火剤 ： 不燃物であり，製品に特定の消火剤はない。 

 使ってはならない消火剤 ： 情報なし 

 火災時特有の危険有害性 ： 注水により高アルカリ性の溶液が流出するおそれがあ

る。 

 消火方法 ： 不燃物であるが，周辺の火災時は一般火災の消火方法

による。注水時は飛散防止に配慮する。 

 消火を行う者の保護 ： 適切な保護具（耐熱性衣類など）を着用する。 

 

６．漏出時の措置 

 漏出時にはできるだけ粉体の状態で回収する。 

 人体に対する注意事項 

（保護具及び緊急時措置） 

： 回収作業には保護手袋，保護長靴，保護メガネ，防塵マ

スクなど適切な保護具を着用する。 

 環境に対する注意事項 ： 粉じんが飛散しないようにする。 

漏出した製品が河川などに排出され，環境中の生物や水

質に影響を及ぼさないように注意する。濃厚な洗浄水は

中和，希釈処理などにより，河川などに直接抽出しないよ

うに対策をとる。 

 封じ込め及び浄化の方法・機材 ： 漏出，飛散した場合には，掃除機，スコップ，箒などによ

りできるだけ粉体の状態で回収し，廃棄まで容器で保管

する。やむを得ず床面などに残ったものは，水で洗浄す

る。洗浄水は回収し，中和処理などにより適切に処理す

る。回収物や回収した洗浄水は，１３．廃棄上の注意に従

い，廃棄または排水する。 

 

７．取扱い及び保管上の注意 

取扱い   

 技術的対策   

 取扱者のばく露防止 ： 眼，皮膚などへの接触を避けるため，適切な保護具（保

護手袋，保護長靴，保護メガネ，防塵マスクなど）を着用

する。取扱い後は，顔，手，口などを水洗する。 

 局所排気・全体排気 ： 屋内で取扱う場合は換気に注意する。 

 安全取扱い注意事項 ： 破袋などにつながるような粗暴な取扱いをしない。 

アルカリ性なので酸性の製品との接触を避ける。 

 接触回避 ： 酸及び酸性物質，湿気及び水，高温体の接触を避ける。 

保管   

 技術的対策 ： 乾燥した場所に保管する。 

 混触禁止物質との分離 ： 水と接触のおそれがない場所に貯蔵すること。 

 推奨する安全な容器包装材料 ： 防湿性のある容器，包装。 

 適切な保管条件 ： 施錠その他の方法により，部外者が触れない措置を講ず

ること。 
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８．ばく露防止及び保護措置 

管理濃度（労働安全衛生法・作業環境評価基準） ： ポルトランドセメント 3.0mg/m3 

許容濃度   

 日本産業衛生学会（2015年度）   

  ポルトランドセメント，酸化鉄 ： 第二種粉塵 吸入性粉塵 1mg/m3 

      総粉塵 4mg/m3 

  シリカ（石英） ： 吸入性結晶質シリカ 吸入性粉塵 0.03mg/ m3 

 ACGIH（2005年度） ： 酸化鉄    〃 5 mg/m3 

     酸化アルミニウム    〃 10mg/m3 

 ACGIH（2006年度） ： シリカ（石英） TLV-TWA 0.025mg/m3 A2 

設備対策 ： 室内で取扱う場合は管理濃度以下にするために十分な

能力を有する換気装置を備える。 

保護具   

 呼吸用保護具 ： 防塵マスク 

 手の保護具 ： 保護手袋 

 眼の保護具 ： 保護メガネ（普通メガネ型，側板付き普通メガネ型，ゴー

グル型） 

 皮膚及び身体の保護具 ： 保護長靴，保護衣 

 

９．物理的及び化学的性質 

ポルトランドセメント   

 外観 ： 物理的状態；固体，形状；粉末，色；灰白色 

 臭い ： 無臭 

 pH ： 水に接触すると 12～13 

 融点・凝固点 ： 約 1350℃ 

 密度 ： 3.00～3.30g/cm3（20℃） 

 溶解性 ： 水に難溶 

 その他データ ： 爆発性なし，水硬性 

    

硅砂   

 外観（物理的状態，形状，色） ： 物理状態；固体，形状；砂粒状，色；黄土色 

 臭い ： なし 

 pH ： 該当しない 

 融点・凝固点 ： 約 1750℃ 

 溶解性 ： 水に難溶 

 

１０．安定性及び反応性 

反応性 ： 水硬性 

化学的安定性 ： 通常の取扱いにおいては安定であり，危険性はない。水

と反応して安定固化する。 

危険有害反応可能性 ： 情報なし 

避けるべき条件 ： 高湿度 

混触危険物質 ： 情報なし 

危険有害な分解生成物 ： 情報なし 

 

１１．有害性情報 

急性毒性 ： データなし 

皮膚腐食性及び皮膚刺激性 ： 水と接触すると強アルカリ性（pH12～13>11.5）を呈し，
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鼻，皮膚に対して刺激性があり，鼻の内部組織，皮膚に

炎症を起こす可能性がある。 

眼に対する重篤な損傷または眼刺激性 ： 水と接触すると強アルカリ性（pH12～13>11.5）を呈し，

眼に対して刺激性があり，眼の角膜に炎症を起こす可能

性がある。 

呼吸器感作性または皮膚感作性 ： 微量のクロム化合物が含まれており，六価クロムに対し

て過敏である場合にアレルギーが起こる可能性がある。 

生殖細胞変異原性 ： データなし 

発がん性 ： IARC1)で Group1（発がん性がある）に分類されているシ

リカを含むため，区分 1Aとした。 

生殖毒性 ： データなし 

特定標的臓器毒性（単回ばく露） ： 特定標的臓器毒性（単回ばく露）を持つと分類されていシ

リカ，酸化アルミニウム，酸化鉄を％含むため，区分 1 に

分類した。また，気道刺激性を持つと分類されているポル

トランドセメントを含むため，区分 3（気道刺激性）に分類

した。 

特定標的臓器毒性（反復ばく露） ： 特定標的臓器毒性（反復ばく露）を持つと分類されている

シリカ，酸化アルミニウム，酸化鉄を％含むため，区分 1

（呼吸器系，腎臓）に分類した。 

多量に長時間吸入すると「じん肺」になるおそれがある。 

吸引性呼吸器有害性 ： データなし 

 

１２．環境影響情報 

生態毒性 ： 情報なし 

残留性・分解性 ： 情報なし 

生体蓄積性 ： 情報なし 

土壌中の移動性 ： 土と混合した改良土からは，土壌環境基準を超える六価

クロムが溶出する場合があるので，事前に試験を行い，

溶出量を確認する。 

他の有害影響 ： 情報なし 

 

１３．廃棄上の注意 

残余廃棄物 ： 固化後，廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき

廃棄する。洗浄水などの廃水は，水質汚濁防止法などの

関連諸法令に適合するように充分留意しなければならな

い。 

産業廃棄物管理表（マニュフェスト）を交付して委託し，関

係法令を遵守して適正に処理する。 

汚染容器及び包装 ： 内容物を完全に除去した後に産業廃棄物として処分す

る。都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業

者に処理を委託する。 

 

１４．輸送上の注意 

輸送に関する規制及び分類に関する情報   

 陸上 ： 消防法，労働安全衛生法，毒劇物取締法に該当する場

合は，それぞれの該当法律に定められるところに従うこ

と。 

 海上 ： 船舶安全法に定められるところに従うこと。 
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 航空 ： 航空法に定められるところに従うこと。 

 輸送の特定の安全対策及び条件 ： 粉じんのたたない方法で輸送する。 

破袋，損傷，容器・包装からの漏出，転倒，落下などの荷

崩れ防止を確実に行う。 

湿気，水濡れに注意する。 

 

１５．適用法令 

 廃棄物の処理及び清掃に関する法律   

 労働安全衛生法 ： ①粉塵障害防止規則 

②第 57 条の 2 項 施行令第 18 条の 2 別表第 9 名称

等を通知する必要のある物質（No.165-2 結晶質シリ

カ，No.189 酸化アルミニウム，No.192 酸化鉄，

No.545-2ポルトランドセメント） 

 水質汚濁防止法 ： ①生活環境項目（施工令第三条第一項） 

  浮遊物質量 

②指定物質（施工令第三条第三項） 

  アルミニウム及びその化合物 

  鉄及びその化合物 

 じん肺法 ： 第 2条施行規則第 2条別表粉じん作業 

 化学物質排出把握管理促進法（PRTR法） ： 第一種，第二種指定化学物質に該当しない。 

 毒物及び劇物取締法 ： 該当しない。 

 消防法 ： 該当しない。 

 船舶安全法 ： 該当しない。 

 特定化学物質等障害予防規則 ： 該当しない。 

 

１６．その他の情報 

  参考文献 1) ： IARC（International Agency for Research on Cancer） vol.68 

 

 

 ・ 本データシートは，日本工業規格 Z7253：2012「GHS に基づいた化学品の危険有害性情報の伝達方法

―ラベル，作業場内の表示及び安全データシート（SDS）」に準じて作成しており，製品の安全な取り扱い

を確保するための“参考資料”として，現時点で弊社の有する情報を取り扱い事業者にご提供するもので

す。 

 ・ 記載内容は，現時点で入手できた資料，情報，データ等に基づいて作成しましたので，新しい知見により

改訂されることがあります。 

 ・ 本データシートは必ずしも製品の安全性を保証するものではなく，弊社が知見を有さない危険性，有害性

の可能性がありますので，取り扱い事業者は，これを参考として，個々の取り扱い，用途，用法等の実態

に応じた安全対策を実施の上，お取り扱い願います。 
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作成日 ： 2021年 9月 28日 

改訂日 ： 2022年 8月 17日 

 

安全データシート 

 

１．製品及び会社情報 

化学品の名称（製品名） ： ジック防錆 Liペースト 混和液 

 ：  

会社名 ： 日本ジッコウ株式会社 

 

住所 ： 神戸市西区南別府 1-14-6 

担当部門 ： 営業企画部 

電話番号 ： 078-974-2909 

FAX番号 ： 078-974-2909 

推奨用途及び使用上の制限 ： コンクリート用補修材料 

 ：  

 

２．危険有害性の要約 

GHS分類 

 物理化学的危険性 

  自然発火性液体 ： 区分外 

  酸化性液体 ： 区分外 

 健康に対する有害性 

  急性毒性 

   経口 ： 区分 4 

   経皮 ： 分類対象外 

   吸入；気体 ： 分類対象外 

   吸入；蒸気 ： 分類対象外 

   吸入；粉じん，ミスト ： 分類できない 

  皮膚腐食性・刺激性 ： 分類できない 

  眼に対する重篤な損傷，眼刺激性 ： 分類できない 

  感作性   

   呼吸器 ： 分類できない 

   皮膚 ： 分類できない 

  生殖細胞変異原性 ： 分類できない 

  発がん性 ： 分類できない 

  生殖毒性 ： 分類できない 

  特定標的臓器・全身毒性（単回ばく露） ： 分類できない 

  特定標的臓器・全身毒性（反復ばく露） ： 分類できない 

  吸引呼吸器有害性 ： 分類できない 

 環境に対する有害性 

  水生環境急性有害性 ： 区分 2 

  水生環境慢性有害性 ： 分類できない 

GHSラベル要素 

 絵表示 ： 
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 注意喚起語 ： 警告 

 危険有害性 ： 飲み込むと有害 

水棲生物に毒性 

 注意書き   

  【予防策】 ： 使用前に取扱説明書を入手すること。 

すべての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこ

と。 

容器を密閉しておくこと。 

（必要な時以外は）環境への放出を避けること。 

この製品を使用する時に飲食または喫煙をしないこと。 

取り扱い後は手をよく洗うこと。 

必要に応じて個人用保護具を使用すること。 

  【対応】 ： 飲み込んだ場合，すぐに口をすすぐこと。気分が悪くなっ

た場合は医師に連絡すること。 

眼に入った場合，水で数分間注意深く洗うこと。次に，コ

ンタクトレンズを着用していて容易に外せる場合は外すこ

と。その後も洗浄を続けること。 

眼の刺激が続く場合は，医師の診断／手当を受けるこ

と。 

皮膚（または髪）に付着した場合，直ちに汚染された衣類

をすべて脱ぐこと／取り除くこと。 

皮膚を流水／シャワーで洗うこと。 

皮膚に付着した場合，多量の水と石鹸で洗うこと。 

取り扱った後，手を洗うこと。 

皮膚刺激が生じた場合，医師の診断／手当を受けるこ

と。 

汚染された衣類を脱ぎ，再使用する場合には洗濯するこ

と。 

ばく露した場合，医師に連絡すること。 

気分が悪い時は医師に連絡すること。 

特別処置が緊急に必要である。 

  【保管】 ： 常態で保管する。 

  【廃棄】 ： 内容物や容器を，都道府県知事の許可を受けた専門の

廃棄物処理業者に業務委託すること。 

GHS分類に該当しない他の危険有害性 

 有害性 ： 知見なし 

 環境影響 ： 知見なし 

 物理的及び化学的危険性 ： 不燃性物質，酸性物質と接すると褐色の NOx ガスを発

生する。 

 重要な徴候 ： 特になし 

 想定される非常事態の概要 ： 特になし 

 国／地域情報 ： 引火性液体 

 

３．組成、成分情報 

化学物質・混合物の区別 ： 混合物 

化学名または一般名 ： ポリマーディスパージョン混入亜硝酸リチウム 25%水溶

液 

成分（CAS No.） ： 亜硝酸リチウム（13568-33-7），SBR（9003-55-8），水酸
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化リチウム（1310-65-2），水（7732-18-5） 

労安法，PRTR法，毒物及び劇物取締法に関する情報 

  労働安全衛生法 ： 該当せず 

  PRTR法 ： 該当せず 

  毒物及び劇物取締法 ： 該当せず 

 GHS分類に寄与する不純物及び安定化添加物 情報なし 

 

４．応急措置 

眼に入った場合 ： 清浄な水で最低 15 分間眼を洗浄した後，直ちに眼科医

の手当を受ける。 

洗眼の際，まぶたを指でよく聞いて，眼球，まぶたの隅々

まで水がよく行き渡るように洗浄する。 

直ちに大量の洗浄な流水で 15 分以上洗う。次にコンタク

トレンズを着用していて容易に外せる場合は外し，まぶた

の裏まで完全に洗うこと。 

直ちに医師に連絡すること。 

皮膚に付着した場合 ： 汚染された衣類，靴などを速やかに脱ぎ捨てる。 

必要であれば衣類，靴などを切断する。 

製品に触れた部分をただちに水またはぬるま湯を流しな

がら洗浄する。 

石鹸を使ってよく落とす。 

外観に変化が見られたり，痛みが続く場合は直ちに位置

の手当を受ける。 

付着物を布にて素早く拭き取る。 

大量の水及び石鹸または皮膚用の洗剤を使用して充分

に洗い落す。溶剤やシンナーは使用しないこと。 

外観に変化が見られたり，刺激・痛みがある場合，気分

が悪い時には医師の診断を受けること。 

汚染された衣類を取り除くこと。 

吸引した場合 ： 被災者を直ちに新鮮な空気の場所に移動させる。 

体を毛布等で覆い，保温して安静を保つ。 

呼吸が止まっている場合は，衣服を緩め呼吸気道を確保

した上で人工呼吸を行う。 

直ちに医師の手当を受ける。 

蒸気，ガス等を大量に吸い込んだ場合には，直ちに空気

の新鮮な場所に移し，暖かく安静にする。 

呼吸が不規則か，止まっている場合には人工呼吸を行

う。 

おう吐物は飲み込ませないようにする。 

飲み込んだ場合 ： 無理に吐かせてはならない。 

直ちに医師の処置を受ける。 

必要に応じて人工呼吸や酸素吸入を行う。 

被災者に意識のない場合は，口から何も与えてはならな

い。 

誤って飲み込んだ場合には，安静にして直ちに医師の診

断を受けること。 

おう吐物は飲み込ませないこと。 

医師の指示による以外は無理に吐かせないこと。 
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 最も重要な兆候及び症状 ： 特になし 

 応急措置をする者の保護 ： 汚染された衣類や保護具を取り除く。 

救助者が有害物質に触れたり，吸引したりしないよう適切

な保護具を使用するなど注意する。 

適切な保護具（保護メガネ，防塵マスク，手袋等）を着用

する。 

換気を行う。 

 医師に対する特別な注意事項 ： 特になし 

 

５．火災時の措置 

 消火剤 ： 情報なし 

 使用してはならない消火剤 ： 情報なし 

 火災時特有の危険有害性 ： 水溶性であり燃焼しない。 

加熱により容器が破損するおそれがある。 

水の混入により容器が爆発するおそれがある。 

 特有の消火方法 ： 危険でなければ火災区域から容器を移動する。 

消火後も大量の水で充分に容器を冷却する。 

 消火を行う者の保護 ： 消火作業では，適切な空気呼吸器，化学用保護衣を着

用する。 

 

６．漏出時の措置 

 人体に対する注意事項／保護具及び緊急

時措置 

： 密閉された場所は換気を行う。 

漏出時の処理を行う際には，必ずゴム手袋，保護メガ

ネ，保護衣，ろ過式呼吸用保護具，給気式呼吸用保護具

等を着用する。 

周辺を立ち入り禁止にして，関係者以外を近づけないよ

うにして二次災害を防止する。 

 環境に対する注意事項 ： 環境中に放出してはならない。 

河川への排出により，環境への影響を起こさないように

注意する。 

 封じ込め及び浄化の方法・機材 ： 少量の場合には，乾燥砂，土，不燃物質に吸収させて，

密閉できる空容器に回収する。 

大量の場合，漏えい物の除去や廃棄処理は専門家の指

示による。 

酸類で中和してはならない。 

 二次災害の防止策 ： 付近の着火源となるものを速やかに除く。 

排水溝，下水溝，地下室あるいは閉鎖場所への流入を防

ぐ。 

 

７．取扱い及び保管上の注意 

取扱い   

 注意事項 ： 飲用は絶対にしない。 

経口摂取・吸引すると急性中毒を起こし，きわめて危険。 

皮膚に付着するとかぶれる場合があるので，取り扱いの

際は保護メガネ，ゴム手袋，皮膚に付着しにくい作業服を

着用し，製品が皮膚に付着しないようにする。また，本製

品が付着した保護具や衣類を長時間着用しない。 

酸性物質と接触させると分解して NOxガスを発生するの
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で，絶対に接触させないようにする。 

その他接触を避ける物質としては，ヒドラジン及びその水

和物，過酸化水素または過マンガン酸カリウム等の酸化

性物質，アンモニア塩がある。 

草木にかかると枯れる場合があり，また，魚などにも影響

することがあるので，特に漏えい時の対応や廃棄処理す

る場合，【漏出時の処理】と【廃棄上の注意】を遵守する。 

本製品単体及び本製品を含有した製品の散布，噴霧は

行わない。 

 技術的対策 ： 特になし。 

 局所排気・全体排気 ： 特になし。 

 安全取扱い注意事項 ： 絶対に飲み込まない。 

ミスト，蒸気，スプレーを吸入しない。 

環境への放出を避けること。 

眼，皮膚及び衣類に触れないように適切な保護具を着用

する。 

取り扱い後は，手，顔等をよく洗い，うがいをする。 

保管   

 技術的対策 ： 0～40℃の温度範囲で保管する。 

業務用であり，子供の手の届かない所に保管する。 

 適切な保管条件 ： 容器を密閉して換気のよい場所で保管する。 

保証期限を過ぎた製品は速やかに廃棄する。 

容器は直射日光や火気を避け冷暗所で保管する。 

 安全な容器包装材料 ： 適切な容器包装材料 

 

８．ばく露防止及び保護措置 

設備対策 ： 情報なし 

管理濃度 ： 設定されていない 

許容濃度 ： 設定されていない 

保護具   

 呼吸器の保護具 ： 適切な呼吸器保護具を着用する。 

 手の保護具 ： ゴム手袋など水（本製品）が浸透しない材質の手袋を着

用する。 

 眼の保護具 ： 保護メガネまたは防災面を着用する。 

取り扱いには保護メガネを着用すること。 

 皮膚及び身体の保護具 ： 取り扱う場合には，皮膚を直接さらさないような衣類を着

用すること。また，水（本製品）が浸透しない材質であるこ

とが望ましい。 

適切な衛生対策 ： この製品を使用する時に飲食または喫煙をしないこと。 

作業後，手をよく洗い，うがいをしてから飲食，喫煙等を

する。 

 

９．物理的及び化学的性質 

外観等   

 形状 ： 液体 

 臭い ： ほとんど無し 

 色 ： 乳白色 

 pH ： 9.5～11.5 
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 沸点 ： 情報なし（製品） 

 初留点 ： 情報なし 

 沸騰範囲 ： 情報なし 

 引火点 ： 引火しない 

 発火点 ： 情報なし 

 燃焼性（固体・ガス） ： 該当しない 

 燃焼・爆発範囲（下限） ： 引火しない 

 燃焼・爆発範囲（上限） ： 引火しない 

 蒸気圧 ： 情報なし 

 蒸気密度 ： 情報なし 

 蒸発速度 ： 情報なし 

 比重（相対密度） ： 密度（比重）：1.05～1.15 

 溶解性 ： 情報なし 

 オクタノール／水分配係数 ： 情報なし 

 分解温度 ： 185℃（亜硝酸リチウム） 

 その他データ ： 特になし 

 

１０．安定性及び反応性 

安定性 ： 保管の項目記載の保管条件で安定。 

pH 7以下では NOxガスを発生して危険。 

危険有害反応可能性 ： 酸性物質と接触すると，NOxガスを発生する。 

避けるべき条件 ： 直射日光，炎，火花，高温体にはさらさない。 

酸性物質と接触させない。 

混触危険物質 ： 酸性物質と接触させると分解して NOxガスを発生するの

で，絶対に触れさせないようにする。その他接触を避ける

物質としては，ヒドラジン及びその水和物，過酸化水素ま

たは過マンガン酸カリウム等の酸性物質，アンモニア塩

がある。 

危険有害な分解生成物 ： 情報なし 

 

１１．有害性情報 

急性毒性 ： 経口マウス（LD50）  ≥500mg/kg 

 経口 経口摂取すると急性中毒を起こし，非常に危険 

症状としては，吐き気，嘔吐，チアノーゼ，動悸，血圧下降が見られ，ヘモグロビンの 70％以上がメ

トヘモグロビン化すると致命的中毒を起こし，運動失調，著しい血圧下降，虚脱，昏睡，呼吸麻痺を

起す。リチウムについては，低ナトリウム状態時に多量に経口摂取すると，中毒症状として，嘔吐，

失調，錯乱，肝障害，腎障害，下痢を起こすと報告されている。 

 吸入 吸入すると急性中毒を起こし，きわめて危険 

症状としては，吐き気，嘔吐，チアノーゼ，動悸，血圧下降が見られ，ヘモグロビンの 70％以上がメ

トヘモグロビン化すると致命的中毒を起こし，運動失調，著しい血圧下降，虚脱，昏睡，呼吸麻痺を

起す。 

皮膚腐食性／刺激性 ： 人の皮膚，粘膜に対して刺激性がある。 

眼に対する重篤な損傷／刺激性 ： 人の眼に対して刺激性がある。 

呼吸器感作性／皮膚感作性 ： データなし 

変異原性（生殖細胞変異原性） ： データなし 

発がん性 ： IARC などの発がん性物質のリストにリストアップされて

いない。 

生殖毒性 ： データなし 
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特定標的臓器／全身毒性―単回ばく露 ： データなし 

特定標的臓器／全身毒性―反復ばく露 ： データなし 

吸引性呼吸器有害性 ： データなし 

 

 

１２．環境影響情報 

生態毒性   

 水棲生物 ： 有害 

 亜硝酸リチウム TLm（ヒメダカ） 24hrs―120ppm，48hrs―84ppm，72hrs―70ppm 

残留性／分解性 ： 自然界では，亜硝酸酸化細菌により酸化されて硝酸塩に

なる。 

生体蓄積性 ： データなし 

土壌中の移動性 ： データなし 

他の有害影響 ： 製品漏えい，廃棄などの際には，環境に影響を与える恐

れがあるので，取り扱いに注意する。特に，製品や洗浄

水が地面，川や排水溝に直接流れないように対処するこ

と。 

 

１３．廃棄上の注意 

  廃棄においては，関連法規並びに地方自治体の基準に従うこと。 

都道府県知事などの許可を受けた産業廃棄物処理業者もしくは地方公共団体がその処理を行っている

場合には，そこに委託して処理する。 

廃棄業者には亜硝酸リチウムを含有することを伝えた上で委託する。 

 

１４．輸送上の注意 

 国際規制   

   海上規制情報 ： 情報なし 

   UN No. ： 情報なし 

   航空規制情報 ： 情報なし 

   UN No. ： 情報なし 

 国内規制   

   適用法令を参照 

取り扱い及び保管上の注意の項の記載に従うこと。 

容器に漏れのないことを確かめ，転倒，落下，損傷がないように積み込み，荷崩れ防止を確実に行

うこと。 

   （陸上輸送） 消防法，労働安全衛生法，毒劇物法に該当する場合は，それ

ぞれの該当法規に定められる運送方法に従うこと。 

   （海上輸送） 船舶安全法の定めるところに従うこと。 

   （航空輸送） 航空法の定めるところに従うこと。 

 特別の安全対策 ： 特になし 

 輸送の特定の安全対策及び条件 ： 火気厳禁。 

輸送前に容器の破損，腐食漏れ等がないことを確認す

る。 

転倒，落下，破損がないように積み込み，荷崩れの防止

を確実に行う。 

該当法規に従い，包装，表示，輸送を行う。 

 応急措置指針番号 ： 情報なし 
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１５．適用法令 

 労働安全衛生法 ： 該当せず 

 PRTR法 ： 該当せず 

 毒物及び劇物取締法 ： 該当せず 

 消防法 ： 該当せず 

 水質汚濁防止法 ： 有害物質（法第 2 条，令第 2 条，排水基準を定める省令

第 1条） 

 海洋汚染防止法 ： 有害でない物質（施行令別表第 1の 2） 

 水道法 ： 有害物質（法第 4条，第 2項） 

水質基準（平 15省令 101） 

 労働基準法 ： 疾病化学物質（法第 4 条第 2 項，施行規則第 35 条・別

表第 1の 2第 4号 1・昭 53労告 36号） 

 

１６．その他の情報 

 ・ 本データシートは，日本工業規格 Z7253：2012「GHSに基づいた化学品の危険有害性情報の伝達方法

―ラベル，作業場内の表示および安全データシート（SDS）」に準じて作成しており，製品の安全な取り扱

いを確保するための“参考資料”として，現時点で弊社の有する情報を取り扱い事業者にご提供するも

のです。 

 ・ 記載内容は，現時点で入手できた資料，情報，データ等に基づいて作成しましたので，新しい知見により

改訂されることがあります。 

 ・ 本データシートは必ずしも製品の安全性を保証するものではなく，弊社が知見を有さない危険性，有害

性の可能性がありますので，取り扱い事業者は，これを参考として，個々の取り扱い，用途，用法等の実

態に応じた安全対策を実施の上，お取り扱い願います。 

 

 

  

   

      

      

      

 


